
出典： 文部科学省HP 第3期中期目標期間における国立大学法人運営費交付金の在り方に関する検討会（第3回） 配付資料 鈴木委員（三重県知事）から抜粋

三重大学地域戦略センターの活動②
三重県と連携した地域企業による国際展開の支援
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石油換算で年間 8,000kl削減
CO2発生を 23,000㌧削減
年間で億単位のコスト削減

地域内連携による高収益型農業の創出

辻保彦社長

1947年に国産なたね搾油専門工場として、辻製油所を創立し、一貫して
食用油の精製・販売を行ってきた三重県松阪市にある企業であるが、食用
油精製残渣からレシチン、セラミド等、機能性素材を独自技術で製品化す
るなど、食素材の総合メーカーとして成長を続けている。

三重県内の山林荒廃を憂慮

松阪木質バイオマス熱
利用協同組合を設立

木
質
チ
ッ
プ

ウッドピア木質バイオマ
ス利用協同組合を設立

蒸気

辻製油の工場熱源として利用

大量の
温水
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事業目的

・ 工業の「技術」、商業の「経営ノウハウ」、地域資源を活用した新たな農業ビジネスモデルの構築
・ 地域に新たな雇用を創出、および障がい者が活躍できる新たな地域農業モデルを構築

実証事業拠点

◎三重県松阪市にて、先進的農業コンソーシアムによる省エネルギー型施設園芸事業を実施

▼先進的農業コンソーシアム

・加工品開発技術 ・栽培管理技術 ・施設設計技術 ・海外普及展開

工業、商業、農業の技術・ノウハウを結集し、地域に新たな事業モデルを構築

辻製油 浅井農園 イシグロ農材 三井物産

植物工場プロジェクト －うれし野アグリ株式会社－

地域発で反収１，５００万円の農業モデル構築

・約30名の新たな地域雇用の創出
・障がい者が活躍できる地域農業モデルを模索

・施設の省エネルギー化技術
・トマトの栽培技術協力 等

サポート体制
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地域連携で新しい「売り場」を創る（鳥羽マルシェの創造）

★

鳥羽の実情
・鳥羽で獲れた魚のほとんどが鳥羽から出ていく。
・鳥羽のスーパーでは鳥羽の魚が手に入らない。
・鳥羽の農作物を出荷する場所がなくなっている。

鳥羽市

ＪＡ

漁連

が立ち上がった

「鳥羽で採れたものは鳥羽で食す」仕組みを再構築する
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新しいタイプ（自立型）の若手農業者・漁業者
が地域に定着し始めている

みやまや
西村友一
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三重大学の産学連携の考え方
1. 三重大学には、三重地域圏の「知の拠点」として機能する使命が
ある。このため、「社会連携部門」を教育・研究部門と対等な学
内組織とし、大学知財の社会還元推進の司令塔と位置付ける。
○三重大学での取り組み

・産学連携による教育研究に特化した「地域イノベーション学研究科」を設置した。（平成２０年）

・大学が地域貢献するためのシンクタンクとして「地域戦略センター」を設置した。（平成23年）

２．三重大学としての社会連携の目的を明確にし、地域社会と共有
させる。
○三重大学での取り組み

・産学連携の目的を「地域産業の成長を支援することで地域と共に発展する」と明確化している。

・地域産業界の重鎮が「客員教授」として大学教育・組織改革に参画している。

・地域行政機関と協働できる体制を整えている。

３．地域で活動する人々が分け隔てなく集まり、協働作業ができる
「地域のたまり場」として機能できる唯一の機関は「地方大学」で
ある。 25



大学教授

企業経営者

＋

出会い どこに行く？

○コーディネーター型（ものごとを調整する人？）

○プロデューサー型（生産者、制作者）

プロデューサー

大学教授

企業経営者

両者の連携で生み出
す世界を想像する

事業化

コーディネーターではなく「プロデューサー型人材」が求められている

産学連携を支える人材像
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